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／
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可

当
山
鐘
楼
再
建
事
業
は

門
信
徒
は
も
と
よ
り
地
元

桜
井
郷
、
長
辰
は
じ
め
県
外
も
含
め
広
く
有
縁
の
方
々
の
愛
山
護
法
の
御
懇
念

に
よ
り
ま
し
て
募
財
も
当
初
の
目
標
を
上
回
る
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ひ
と
え
に
仏
法
力
の
し
か
ら
し
む
る
と
こ
ろ
感
激
に
た
え
ま
せ
ん
。

工
事
経
過
は
次
の
と
お
り
す
す
み
ま
し
た
。
四
月
二
十
四
日
旧
基
壇
撤
去
、

五
月

一
日
起
工
式
、
基
礎
工
事
着
工
、
十
六
日
石
工
事
着
工
、
二
十
四
日
原
寸

図
立
合
い
、
六
月
二
十

一
日
材
木
検
査
搬
入
、
七
月
二
十
日
木
工
事
着
工
、
八

月
二
十
日
上
棟
式

板
金
工
事
着
工
、

二
十
四
日
梵
鐘
吊

り
上
げ
も
す
ま
せ

九
月
十
五
日
の
竣

工
を
待

つ
ば
か
り

と
な
り
ま
し
た
。

工
事
関
係
者
は
次

の
各
氏
、
設
計
者

東
京
　
幸
和
建
築

事
務
所
　
柏
原
恵

行
、
請
負
者
　
観

音
寺
　
隼
野
建
設

隼
野
孝
之
、
大
工
棟
梁
　
士
口
田
　
竹
田
芳
雄
　
脇
棟
梁
　
竹
田
健
治
、
　

一
名
誉
棟

梁
　
弥
彦
　
渡
辺
道
雄
、
匠
　
本
間
栄
治
郎
、
山
崎
博
、
永
島
章
智
、
棚
橋
勝

夫
、
山
上
栄

一
、
棚
橋
芳
秀
、
本
間
和
栄
、
伊
藤
義
夫
、
池
茂
、
棒
出
材
　
巻

北
越
銘
木

セ
ン
タ
ー
、
桧
葉
出
材
　
酒
田
　
側

モ
ト
タ
テ
、
石
工
　
安
田
　
熊

倉
誠
八
、
釣
巻
利
夫
、
高
橋
昭
栄
、
板
金
　
石
瀬
　
小
池
正
雄
、
鋳
金
具
　
巻

石
川
仏
壇
金
具
店
、
梵
鐘
吊
金
具
　
一局
岡
　
老
子
製
作
所
、
撞
木
　
奈
良
　
上

田
技
研
工
業
欄
、
風
鐸
　
福
井
　
林
大
仏
堂
、
基
礎
工
事
　
土
工
頭
　
清
水

一

男
。
炎
天
下
の
工
事
、
御
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

九

落

発

十
詳

胸

修

酔
輌
［
」
輯
編

続
き
前
住
職
三
回
忌
、
前
坊
守
三
十
七
回
忌
法
要
を

つ
と
め
鐘
楼
竣
工
式
の
後
、
お
と
き

（
三
千
円
程
度

の
ま
か
な
い
を
予
定
）
と
い
う
日
程
を
組
ん
で
お
り

ま
す
。
こ
こ
に
機
縁
熟
し
広
く
有
縁
の
方
々
の
御
懇

念

の
結
晶
と
し
て
竣
工
を
み
た
木
の
香
も
新
し
い
鐘

楼
か
ら
久
し
ぶ
り
に
如
来
招
喚
の
大
音
が
響
き
わ
た

り
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
合
せ
て
多
数
御
参
詣
下
さ
る

よ
う
御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。
お
参
り
い
た
だ
け
る

方
は
十
二
日
こ
ろ
ま
で
に
世
話
方
に
お
申
込
み
願

い

ま
す
。
∧
世
話
方

の
お
い
で
に
な
ら
な
い
地
区
の
方

は
直
接
寺
ま
で
電
話
で
お
申
込
み
願
い
ま
す
。
∨

〈写
真
は
上
棟
式
（上
）
と
起
正
式
（下
》
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聖
徳
寺
住
職
　
窪

沢

泰

忍

あ
な
た
も
私
も
生
き
て
い
る
中
は
、

耳
に
し
て
き
た
。
ど
の
音
が

一
番
よ
か

夫
の
音
も
耳
鼻
入
れ
ぬ
妻
も
…
…
。

耳
ざ
わ
り
の
よ
い
音
だ
け
き
き
た
が

っ
て
住
職
の

法
話
な
ど
、
た
ま
さ
か
耳
に
し
て
も
、
ね
む
け
が
さ

し
て
き
が
ち
で
、
飛
び

つ
く
よ
う
な
感
激
も
お
き
て

こ
な
い
様
子
が
み
ら
れ
ま
す
。
耳
に
し
て
わ
か
る
音

は
、
そ
れ
で
も
利
害
や
、
都
合
不
都
合
に
な
る
と
、

き
き
耳
た
て
ま
す
が
、
お
経
の
声
と
な
る
と
、
　
″
あ

り
が
た
い
ト
コ
少
々
夕
な
ん
て
注
文
す
る
フ
ト
ド
キ

者
に
な
り
勝
ち
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
ど
き
、
わ
か
ら
な
い
音

の
ひ
び
き
を
き
く
読
経

の
ひ
と
と
き
の
重
み
に
め
ざ
め
な
い
と
、
こ
れ
か
ら

の
情
報
化
時
代
に
神
経
の
方
が
お
先
き
に
ま
い
っ
て

本
当
の
音
の
め
ぐ
み
を
知
ら
ず
に

一
生
を
空
ま
わ
り

し
て
終
わ
り
ま
す
。

鐘
の
音
は
、
み
仏
の
声
と
い
わ
れ
ま
す
。
お
寺
の

鐘
は
、　
一
つ
の
家
庭
で
す
。
百
八

ツ
の
イ
ボ
の
あ
る

乳
の
間
（
こ

。
龍
や
天
女
の
舞
う
池
の
間
、
八
ツ
の

〈写
真
は
取
壊
し
工
事
、
朽
ち
果
て
て
い
た
柱
の
根
元
〉

〈俳
句
〉

観
音
寺

森

田

一
美

次
ぎ
晴
け
ば
次
の
鯛
　
ま
た
嗜
け
り

百
合
ひ
ら
く
前
の
鏡
に
　
自
分
を
見

今
宵
逢
ふ
　
牽
牛
織
女
の
星
祭
り

新
涼
の
縁
に
月
照
り
　
笛
の
冴
ゆ

地
下
足
袋
の
臭
い
来
、
中
の
昼
寝
か
な

蓮
華
を

つ
く
撞
き
座
。
そ
し
て
全
体
を
上
か
ら
護
る

龍
頭

（
リ

ュ
ウ
ズ
）。
　
鐘
の
中
味
は
、
銅
八
十
五
パ

ー
セ
ン
ト
。

ス
ズ
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
。
そ
の
家
族
的

調
和
か
ら
ひ
び
き
わ
た
る
音
は
、
世
の
中
安
穏
な
れ
、

仏
法
ひ
ろ
ま
れ
と
よ
び
か
け
る
如
来
さ
ま
の
お
声
で

す
。
ど
こ
の
寺
で
も
朝
に
夕
に
、
こ
の
鐘
を

つ
く
前

後
に
は
、
か
な
ら
ず
鐘
に
合
掌
し
ま
す
。
鐘
は
単
な

る
金
属
で
な
く
て
、
如
来
さ
ま
の
御
化
身
だ
か
ら
で

す
。私

は
十
五
万
回

つ
い
て
当
院
に
ゆ
ず
り
ま
し
た
。

東
京

へ
入
院
し
て
上
野
の
鐘
、
長
野

へ
入
院
し
て
寺

町
の
鐘
、
長
岡

へ
入
院
し
て
寺
々
の
鐘
が
早
朝
ひ
び

き
ま
し
た
。
病
苦
を
こ
え
て
立
ち
上
が
ら
せ
て
く
れ

た
音
で
し
た
。
鐘
の
音
は
、
無
量
寿
の
故
郷
で
す
。

さ
て
、
広
福
寺
様

の
お
鐘
の
あ
ら
た
な
仏
壇
、　
つ

ま
り
す
ば
ら
し
い
鐘
楼
の
開
眼
を
迎
え
ま
す
。
残
念

な
が
ら
先
約
で
四
国

へ
説
教
に
参
る
の
で
失
礼
い
た

し
ま
す
が
、
お
鐘
の
音
を
護
る
新
鐘
楼
の
聖
誕
に
合

津

ぃ
た
し
ま
す
。

種
々
の
音
を

っ
た
と
思
い

な

さ

る
。

な
ん
た
っ
て

″
札
タ
バ
″
を

自
分
の
手
で
か
ぞ
え
る
時
の
音

が
ス
テ
キ
だ
と
、
み
ん
な
内
心

期
待
し
て

一
生
大
し
た
音
も
た
て
ら
れ
な
い
で
、
く

や
し
そ
う
に
終
わ
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。
な
に
し

ろ
、
い
く
ら
い
い
音
た
て
て
も
、
き
り
の
な
い
欲
で

音
を
き
く
も
ん
で
満
足
で
き
な
い
自
分
の
方
に
責
任

が
あ
り
そ
う
で
す
ね
。

カ
ラ
オ
ケ
か
ら
音
楽
の
音
も
音
に
酔
う
て
ウ

ッ
ト

リ
す
る
楽
し
み
も
あ
る
が
、
そ
の
時
か
ぎ
り
で
ね
。

親
の
声
も
あ
り
が
た
く
き
こ
え
る
の
は
、
何
べ
ん

も
な
く
て
、
時
に
は
憎

っ
た
ら
し
く
、
う
ら
め
し
く

忠
言
が
耳
に
痛
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
よ
。
そ

の
親
が
死
ん
で
か
ら
、
法
事
の
時
に
な
る
と
、
も

っ

と
も
げ
な
、
親
思
い
げ
な
挨
拶
は
し
て
み
る
け
ど
親

の
音
に
罪
を
感
ず
る
老
境
も
多
い
よ
う
で
す
。

女
房
の
音
と
な
る
と
、
結
婚
前
は
と
も
か
く
、　
一

緒
に
な

っ
た
が
身
の
因
果
で
、
さ
ん
ざ
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
く
せ
に
小
う
る
さ
く
、
そ
の
音
を
尻
に
き

か
せ
る
だ
け
の
男
性
も
す
く
な
く
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

）
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鐘
楼
再
建
事
業
の
募
財
は
今
春
か
ら
趣
意
書
を
配
布
し

て
す
す
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
お
か
げ
さ
ま
で
、
総
額

一
五
〇
〇
万
の
目
標
を
上
回
る

一
七

一
二
万
五
千
円

（
八

月
二
十
六
日
現
在
）
の
上
納
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
内
訳

は
門
徒
勧
金

一
二
六
三
万
三
千
円
、
近
郷
近
在
の
他
門
徒

の
方
々
は
じ
め
広
く
有
縁

の
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

懇
志
三

一
一
万
三
千
円
、
寺
族
懇
志

一
三
八
万
円
と
な

っ

て
お
り
ま
す
。
梵
鐘
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
御
懇
念
ま
こ
と

に
あ
り
が
た
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

一一
一
一
一一
一　
　
　
　
回幅動盛一Ｍ

門
徒
勧
金
は

一
戸
当
た
　
　
　
　
　
　
小

林

栄

蔵

り
五
万
円
を
目
標
に
お
願
　
　
　
　
　
　
渡

辺

賢

吉

い
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
　
　
麓

一
区
　
武

石

金

五

郎

次
の
方
々
か
ら
目
標
を
上
　
　
　
　
　
　
木
村
郷
左

工
門

回
る
上
納
を
い
た
だ
き
ま
　
　
　
　
　
　
小

松

省

吾

し
た
。

（敬
称
略
、
順
不
　
　
村
山
　
　
武

石

太

六

同
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
石
和
左

工
門

一
金
壱
百
五
万
円

　

　

　

本
町
　
　
加
藤
与
右

工
門

荒
〔
　

　

大

谷

統

司
　
　
和
納
　
　
広

沢

和

夫

一
金
参
拾
万
円
　
　

　

　

蔦
　ヽ
　
　
有

坂

一二

四

麓
二
区

堀

内

甚
兵
衛

　

士
口
田

　

本

間

只

雄

一
金
弐
拾
万
円
　
　
　
　

新
潟
　
　
松

宮

皆

義

麓
二
区

小
林

治
右

工
門

　

東
京
　
　
松

宮

信
　
一

一
金
壱
拾
万
円
　
　
　
　
　
　
一
金
七
万
円

麓
二
区

山

岸

与

一
郎

　

麓
二
区

鈴

木

七

次

郎

平

岡

清

蔵
　
　
千
葉
　
　
丸

山

国

男

一
金
六
万
円

幕
島

　

八

子

孫

兵

衛

井
田
　
　
丸

山
　
ム
　
ツ

相
模
原
　
中

村

静

枝

■
懇
●

■
志

一

一
金
壱
拾
万
円

麓
二
区
　
堀
内
藤
右

工
門

吉
田
　
　
土日
木
住
宅
産
業

株

式

会

社

函
館
　
　
本

間

祐

介

上
泉 一

金
五
万
円

一
金
参
万
円

麓

一
区

東
京

弥
彦一

金
弐
万
円

麓
二
区

小

林

彦

七

山

崎

馬

場

屋

阿

部

桝

田

屋

鈴

木
　
　
昇

堀

内

義

一

武

石

太

木

一

観
音
寺

早

福

寿

作

村
山
　
　
滝

川

栄
　
一

風

間

太

平

清
水
与
三

工
門

吉  矢 東 源 走   村   V
田  作 京 八 出   山一

金
壱
万
五
千
円

麓
二
区
　
本
多
安
左

工
門

森

田

幸

平

稲

葉

秋

男

細

谷
　
　
寛

稲

葉

龍

男

村
山
　
　
加

藤

八

郎

山
崎
由
右

工
門

吉
田

　

武

石

石

材

店

一
金
壱
万
円

石
瀬

　

寒

河

江

真

雨

麓
二
区
　
武
石
弥
右

工
門

清

水

弥

六

小

林

忠

吉

小
林
忠
左

工
門

徳
永
甚
五

工
門

菅
原
関
左

工
門

藤

田

虎

夫

武

石

栄

次

藤

田

平

吉

渡

辺

角

蔵

村

上
　
　
進

藤

田

正

次

小

林

徳

太

郎

堀

内

栄

蔵

伊
藤
間
右

工
門

中
村
野
右

工
門

五

十

嵐

藤

助

武
石
出
来
津
屋

丸

山

敏

雄

早

川

喜

幸

阿

部

益

栄

遠

藤

竹

男

富
田
半
右

工
門

富

田

啓

作

番
　
　
隆

夫

広

沢

彦

兵

衛

五
野
上
佐
次
右
工
門

山

野

上

誠

一

伊

藤

善

蔵

本
間
孫
右

工
門

細

谷

幸

蔵

五

十

嵐

留

平

五

十

嵐

喜

一

五

十

嵐

　

茂

森
田
喜
右

工
門

稲
葉
新
右

工
門

細

谷

賢

司

伊

藤
　
　
定

麓

一
区

東
京

弥
彦

佐 岩 山 本 本

藤 月 岸 間 間
首

次
庄  源 道

郎 吉 勉 三 夫

坂  一 阿 阿 度 本

本 夕宮 部 部 会 間

卜多発勝吉精吾
ヨ 1 男 伸 宝 郎

割 渡 小 笠 近 小 橋 山 丸

]彗 霊 [軍 鴛 貫 曇 言

き 保 夫 郎 一 一 郎 助 門

麓
二
区

鐘楼の基壇と昇降階段(安田ミカゲ )
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麓
二
区

麓

一
区 一

金
壱
万
円

武
石
嘉
右

工
門

若

井

岱

三

丸

山

重

四

郎

志

田

宅

雄

志

田

ハ

ツ
イ

武

石

万

平

山

崎

和

博

池

田

長

平

武

石

政

治

竹

田

賢

一
郎

本

間

憲

司

水ヽ

井
　
　
収

本

間

玄

衛

石
井
四
郎
右
工
門

和

田

伍

二

郎

志

田

伝

九

郎

熊
木
武
右

工
門

志

田

晶

子

ヮ

ノ

ゥ
印

刷

武

石

孝

子

前

山

二

郎

橘
　
　
信

夫

三目
木
　
　
勉

河

合

紋

四

郎

治

田

利

七

本

多

弥

三

治

加

藤

国

栄

大

倉

五

平

河
合
森
右

工
門

諸
橋
伴
右

工
門

本

多

正

治

丸

山

和

明

伊

藤
　
　
登

本

多

由

雄

和

田

和

忠

治

和

田

五

郎

和

田

佐

和

一

熊

木

政

次

郎

松

井

幸

六

松
井
伊
右

工
門

河

上

九

助

石

井

奥

次

郎

村

上

庄

吉

松
井
長
右

工
門

松

井

啓

太

郎

松

井

桶

屋

竹

之

内

松

雄

松

井

門

兵

衛

和
田
治
左

工
門

松
井
幾
右

工
門

河

上

照

治

松

井

常

太

竹

之

内

靖

之

大

倉

五

二

郎

大

倉

茂

平

川

上

文

男

加

藤

甚

兵

衛

若

井

一黒

平

清

水

与

一
郎

治

田

徳

松

:][[[:]:[:i言 ::::言 :[
郎 一 松 平 治 ウ 夫 雄 英 次 次 助 兵 男 六 門 門 門 夫

麓

区

阿 伊 稲

部 藤 葉

祐  仁

松 至 作

古

jll

平

七

武

石

マ

ツ

エ

丸

山

五

二

郎

丸

山

惣

一

九
山
勝
右

工
門

行

田

勘

太

郎

稲

葉

源

次

郎

伊

藤

佐

十

風

間

清

太

郎

武
石
三
右

工
門

稲
葉
太
治
兵
衛

稲
葉
武
右

工
門

丸

山

粂

太

郎

本

間

銀

平

稲

葉

吉

雄

武

石

健

一

本

多

一暑

柄

本
多
五
郎
右
工
門

麓
二
区

長
辰

地
蔵
堂

和
納

弥
彦

村
山

村

山

麓
二
区

信
田
折
右

工
門

橋
本
太
左

工
門

白
倉
利
右

工
門

橋

本

太

四
郎

清

水

与

二

郎

徳

永

，天

助

大

倉

勝

利

橋

本

善

九

郎

山

崎

紋

太

郎

本

多

光

良

　

麓

一
区

橋
本
平
左

工
門

山
崎
太
右

工
門

青

木

与

八

川

上

芳

夫

橘
　
常
右

工
門

観
音
寺

徳

永

竹

美

三

一昌
　
　
宏

上

　

州

　

苑

中

村

鉱

一

本

田

芳

太

郎

松

宮
　
　
昭

森
　
　
庄

吉

一
金
五
千
円

麓
二
区
　
松

原
　
　
稔

菅
原
与
五
左
工
門

本
田
幸
右

工
門

丸
山
惣
左

工
門

小

川

武

男

本 斎 丸 本 丸 丸 池 丸 丸 丸 武 武 丸 樋 青 武 青 本 武 樋 渡 藤 高 本 坂 五 山 山 酒 平

璽I:象 11屋 讐1友 層Ξ生[1象 拿EEttI言 優
間
婁菖

岸
[重 辱

男 郎 門 助 衛 治 八 秋 五 栄 助 郎 美 郎 八 男 雄 三 蔵 ニ イ 郎 次 功 二 彦 要 夫 明 男

麓

一
区

長
辰

村

山

ツチ音も高く 本工事に着工
:
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村
山

観
音
寺

麓
二
区

麓

一
区

長

辰
一
金
参
千
円

吉 渡 巻
田 部

河 吉 渡 高 松 鈴 武 青 樋 伊 信 鈴 堀

重 [:[菫

木

:豊 』 警

田

套 :

助 門 門 市 八 彰 門 郎 次 七 豊 栄 八

佐 多 野 隼 得 三 大 三 三 丸 河 徳 若 古 古

有

熊 村

I仙

富

I曇

富

;:永 甚

川

塁

店 衛 実 蔵 館 清 美 六 真 子 門 守 一 厚 七

い と 山 涌 河 松 松 森

:i詈 li[蘇 :
ゃ や 二 吉 郎 門 宅 次

長
辰
　
　
村

上

門

助

湧

井

嘉

之

助

関
野
半
左

工
門

松

井

長

次

郎

涌
井
伝
右

工
門

村
上
杢
右

工
門

山
口
徳
右

工
門
　
　
長
辰

吉
原
兵
左

工
門

し
　
　
ま
　
　
や

熊

木

善

五

郎

松
井
辰
右

工
門

松
井
常
右

工
門

熊

木

仙

太

郎

山
崎
　
源
八
屋

和
田
太
次
兵
衛

松
井
利
左

工
門

村
山
　
　
田
村
八
右

工
門

大

倉

安

夫

大

倉

竹

夫

本

間

徳

一

古

川

省

吾

山

崎

富

一
郎

観
音
寺

鎌

田

登

美

男

青

木

広

治

大

柿
　
　
久

徳

永

芳

勇

松

田

静

子

一
金
弐
千
円

麓

一
区

鈴

木

金

吉

清

水
　
一　
郎

石

川

山石

雄

青

木

正

市

青

木

元

太

郎

池

田
喜

二

郎

武

石

繁

男

高
橋
善
右

工
門

河

上

自

動

車

松

井

彦

平

四
本
柱
に
腰
員
も
つ
い
た

士
口

田

河

内

和

田

イ

ネ

熊

木

六

平

和

田

市

四

郎

竹

之

内

良

雄

田

村

二

二

郎

和

田
　
一　
雄

松

井

源

蔵

観
音
寺
　
藤

原
　
　
実

一
金
壱
千
円

麓
二
区

長
辰

屋
根
の
羽
木
も
ク
レ
ー
ン
で

村
山

観
音
寺

■
一一一■
嗽
一霧
士「・■
一

一
金
壱
百
万
円

当
寺
住
職

柏

原

恵

信

鐘
楼
再
建
落
慶
法
要

関
係
記
念
品

　

一
式

東
京

　

　

柏

原

恵

行

ヽ
「
＝
＝

〓〓

一
金
拾
参
万
円

（撞
木
付
属
品
共

一
式
〉

当
寺
坊
守
　
柏

原

朝

子

新
坊
守
　
柏
原
み
ゆ
き

一
金
壱
拾
万
円

心
光
寺
住
職
　
柏
原
善
了

一
金
五
万
円

当
寺
衆
徒
　
田

中

古
〔
証

横
浜
　
　
　
柏

原

恵

教

安

岡

彩

子

以
　
上

＝１
１＝
＝＝
＝＝
＝“
＝＝
”＝
”＝
「＝
＝＝
‐‐＝
”製
一〓

勝 紘

これか らの寺の行事

菊 名 諸 和 吉 吉 和 関 村 吉

稽言[:55里 I』 [
りに り Fl 良「 良Б Fヨ  ノ` 一一 ノ` 5弓

河 河 隼 前 隼

上 上 野
彗

野

菊 寅 童 雅

誠 代 三 男 春

9月 12日  午後 8時

9月 22日  午前10時

9月 26日  〈一 日勤め〉

10月 初旬  午前 10時

‖月 7日  午前 10時

11月 8日  午前 10時

12月 3:日  午後 11時半

聞  法  会
(歎 異抄講話)

鐘 楼 落 慶 法 要

彼  岸  会

本 山 御 布 教

報  恩  講

除 夜 の 鐘

広福寺世話方

″
”
＝
＝
＝
“
＝
“
“
“
”
“
＝
＝
＝
”
＝
＝
＝
＝
＝
＝
“
“

皆様お誘い合わせてお参 り下 さるよう

御案内申 し上イずます。

〓

■
■
１
＝
〓
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〈生
活
詩
〉

婆

杉

森

田

一
美

宝
光
院

の
　
わ
き
道
を
七
分
程
歩
く
と

右
横
に
大
き
な
婆
杉
が
あ
る

昔
、
こ
こ
で
罪
人
の
処
刑
が
あ

っ
た

古
い
幾

つ
か
の
墓
が
苔
む
し
て
居
る

真
中
に
、
古
井
戸
が
あ
る

罪
人
の
首
洗
い
に
使

っ
た
と
言
う

石
桶
が
、
置
い
て
あ
る

お
役
人
の
怒
声
が
聞
え
て
来
る
よ
う
な
…
…

森
の
中
で
霊
魂
が
往
復
す
る

二
人
掛
り
で
、
廻

っ
て
も

届
か
な
い
無
気
味
な
婆
杉

婆
杉
は
そ
の
音

（
か
み
）
の

血
を
吸

っ
て
生
き
て
来
た
と
言
う

宝
光
院
か
ら
、
わ
き
道

一
筋
の

婆
杉
に
は
御
堂
が
あ

っ
て

お
花
が
あ

っ
て
お
供
物
も
上

っ
て
い
る

人
達
は

「
天
賦
の
神
」
と
言
い

「
守
護
の
神
」
と
も
言
う

○
寺

の
記
録
を
た
ど
り
そ
の
由
来
を
た
ず
ね
る
と
今

か
ら
二
百
七
十

一
年
前

の
正
徳
三
年

（
一
七

一
四
）

第
五
世
祐
円
の
代
に
梵
鐘
が
初
め
て
供
養
さ
れ
、

鐘
楼
は
当
寺
下
通
り
門
徒

の
寄
進
で
建
立
さ
れ
た
。

○
明
治
三
十
四
年
九
月
五
日
、
第
十
三
世
法
道
の
代

に
梵
鐘
を
改
鋳
、
こ
の
時
か
ら
毎
日
午
前
十

一
時
の

時
の
鐘
を

つ
き
、
田
畑
に
働
く
近
郷
近
在
の
村
民
に

お
ひ
る
あ
が
り
の
時
の
鐘
と
し
て
永
く
親
し
ま
れ
て

き
た
。

○
昭
和
三
年
二
月
、
麓
の
高
嶋
清
吉
殿
が
時
の
鐘

へ

の
報
恩
感
謝
の
念
か
ら
梵
鐘
講
を
結
成
、
桜
井
郷
の

村
民
が
講
員
と
な
り
各
地
区
の
世
話
人
が
運
営
に
当

た

っ
て
き
た
。
発
足
当
時
、
講
日
は
二
月
二
日
で
あ

っ
た
が
、
の
ち
に
二
月
九
日
に
か
わ

っ
た
。

○
昭
和
十
五
年
五
月
二
日
の
大
火
で
鐘
楼
が
焼
失
、

六
月
二
日
、
境
内
の
焼
け
木
を
用
い
て
仮
鐘
楼
を
建

立
、
昨
年
の
取
り
壊
し
ま
で
保
た
れ
た
。
当
時
の
世

話
人
は
高
嶋
清
吉
、
菅
弁
次
郎
、
小
林
寅
治
、
清
水

弥
六
、
阿
部
祐
右

工
門
、
丸
山
準
次
、
稲
葉
龍
平
の

七
人
、
請
負
は
渡
辺
善
恵
殿
で
百
拾
八
円
弐
拾
四
銭

の
支
払
い
。

○
昭
和
十
六
年
の
梵
鐘
講
は
戦
時
中
な
が
ら
仮
本
堂

で
勤
め
、
と
き

つ
き
人
員
百
五
十
九
名
、
寄
り
米
壱

石
八
斗
、
お
明
し
四
円
参
拾
五
銭
、
お
さ
い
銭
五
円

五
拾
四
銭
、
残
米
で
経
費
を
支
払
い
拾
円
を
信
用
組

合
に
預
金
。

○
昭
和
十
七
年
　
戦
時
体
制
に
入
り
官
の
通
達
で
鳴

鐘
中
止
、
十

一
月
十
七
日
供
出
。
お
別
れ
の
法
要
が

あ
り
、
青
木
貞
二
氏
の
送
別
の
句
に

「
く
ろ
が
ね
の

上
に
も
諸
行
無
常
か
な
」
と
あ
る
。

○
戦
後
サ
イ
レ
ン
で
午
前
十

一
時
を
報
じ
て
き
た
が

昭
和
四
十

一
年
篤
志
者
本
間
孝
殿
の
特
別
懇
志
に
助

け
ら
れ
梵
鐘

（
三
百
貫
）
を
新
鋳
、
以
降
は
毎
朝
午

前
六
時
の
鳴
鐘
を
続
け
今
日
に
至

っ
て
い
る
。

○
昭
和
五
十
九
年
十

一
月
、
腐
朽
の
た
め
鐘
楼
を
取

り
壊
し
、

こ
の
た
び
の
再
建
と
な

っ
た
。

○
現
在
梵
鐘
講
の
世
話
人
は
菅
保
氏

（
写
真
）
が

一

人
で
務
め
運
営
に
当
た
ら
れ
て
い
る
。
当
寺
勝
手
頭

で
も
あ
り
、
寺
の
行
事
で
こ
の
人
の
顔
の
見
え
ぬ
時

と
て
な
く
、
門
信
徒
に
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る
。
八

十
を
過
ぎ
て
な
お
カ
ク
シ
ャ
ク
、
何
か
に
つ
け
て
寺

に
奉
仕
を
続
け
て
お
ら
れ
る
奇
特
な
方
で
あ
る
。

（森
田
一
美
氏
の
御
寄
稿
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。）

）
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華
:華珊赫

雛
輔
一許
叩
謡
自
坊
法
要

鐘
楼
再
建
落
慶

法
要
に
併
せ
て
自

坊
法
要
を
勤
め
ま

す
が
、
前
住
職

の

遺
墨
を
よ
す
が
に

あ
り
し
日
の
両
親

を
偲
び
た
い
と
思

い
ま
す
。

前
住
職
喜
寿

の

年
、。

「
輝
鹿
撃
」

と
記
念
の
書
を
揮

塁
、
お
世
話
に
な

っ
た
御
法
中
や
身

内
に
さ
し
あ
げ
ま

し
た
が
、　
一
幅
だ
け
寺
に
の
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
お
正
信
偶

の

「
獲
信
見
敬
大
慶
喜
」
の
御
文
か

ら
引
用
し
喜

の
字
を
か
た
ど

っ
た
も
の
で
す
。

「
信

を
獲
て
見
て
敬
ひ
大
き
に
慶
喜
す
れ
ば
、
即
ち
横
に

五
悪
趣
を
超
載
す
」
と
続
く
御
文
で
、
御
信
心
を
頂

い
て
本
願
の
深
い
お
心
を
大
い
に
喜

べ
ば
、
た
ち
ど

こ
ろ
に
生
死
の
苦
海
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
意
。
本
当
に
さ
さ
や
か
な
祝
宴
で
し
た
が
身
内
に

囲
ま
れ
た
前
住
職
の
心
を
よ
ぎ

っ
た
感
懐
は
、
苦
難

続
き
の
境
涯
を
確
か
に
喜
ん
で
生
き
抜
く
心
の
よ
り

ど
こ
ろ
は
ま
さ
に
こ
の
御
文
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
り

ま
し

ょ
う
か
。
梵
鐘
に
刻
ま
れ
た

「
諸
行
無
常
」

の

こ
と
わ
り
ど
お
り
、
米
寿

の
夢
は
空
し
く
、
ま
た
元

気
に
同
席
さ
れ
た
浄
源
寺
前
住
職
も
昨
年
の
暮
れ
に

ま
る
で
後
を
追
う
よ
う
に
お
浄
土

へ
旅
立

っ
て
し
ま

わ
れ
ま
し
た
。
∧
写
真
は
喜
寿
の
記
念
写
真
∨

昭
和
二
十
五
年
八
月
十
三
日
の
朝
、
私
は
い
つ
も

と
変
わ
ら
ぬ
母
に
見
送
ら
れ
て
潟
門
徒

の
棚
経
に
出

か
け
、
夕
方
寺
に
帰
る
と
す
で
に
母
は
倒
れ
て
危
篤

だ
と
あ
わ
た
だ
し
く
ご

っ
た
返
し
て
い
た
。
折
か
ら

お
墓
参
り
の
人
々
が
ひ
き
も
き
ら
ず
、
墓
地
に
は
あ

か
あ
か
と
灯
明
が
と
も
さ
れ
本
堂
の
お

つ
と
め
が
終

わ
る
こ
ろ
母
は
息
を
ひ
き
取

っ
た
。
血
圧
が
高
く
病

）ん
で
は
い
た
が
、
ま
さ
に
急
死
で
あ

っ
た
。

父
は
母
の
死
出
の
旅
姿
の
画
に
添
え
て
歌
を
詠
み

翌
年
の
お
盆
ま
で
に
幅
を

つ
く

っ
た
。
粗
末
な
紙
表

耀
け
弧
』

た っ
疑
や
ｒ
賭
切
輩
鳳
訳
刻
州

夜
．

の
際
商
州
拉

か
れ
る
妻
を
標
ひ
て
」
の
詞
書
で

「
万
霊
を
待

つ
迎

火
に
お
く
ら
る
る
き
み
が
ゆ
く
さ
き
あ
か
る
く
あ
ら

む
」
と
あ
る
。
画
は
ス
ス
キ
と
灯
籠
を
背
景
と
し
て

白
布
を
か
む
リ

ハ
ギ
の
模
様
を
あ
し
ら

っ
た
衣
を
ま

と

っ
て
い
る
。
父
が
好
ん
で
庭
に
植
え
た
の
が

ハ
ギ

で
あ
る
。
母
に
と

っ
て
地
上
の
迎
え
火
が
送
り
火
と

は
な

っ
た
。

「
あ
か
る
く
あ
ら
む
」
に
は
願
望
と
も

と
れ
る
手
向
け
の
心
が
に
じ
ん
で
い
る
。
私
が
さ
か

し
ら
に

「
ゆ
く
さ
き
」
を

「
ゆ
く

へ
は
」
と
か
え
て

み
て
は
と
い

っ
た
と
き
、

「
そ
れ
で
は
ど
こ
へ
迷
う

て
ゆ
く
か
わ
か
ら
ぬ
、
ゆ
き
さ
き
は
定
ま

っ
て
い
る

の
だ
」
と
ピ
シ
ッ
と
た
し
な
め
ら
れ
た
こ
と
を
今
も

は

っ
き
り
お
ぼ
え
て
い
る
。

母
の
写
真
は
ほ
と
ん
ど
残

っ
て
い
な
い
。
よ
う
や

く
古
い
古
い
写
真
が

一
枚
見

つ
か

っ
た
。
抱
か
れ
て

い
る
赤

ん
坊
は

今
は
自

髪
ま
じ

り
の
現

住
職
で

あ
る
。
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梵
鐘
再
建
落
慶
法
要
の
記
念
品
と
し
て
お
経
本
入

れ

（遠
隔
地
郵
送
分
は
台
付
富
久
紗
）
の
ほ
か
に
仏

教
聖
典
を
も
れ
な
く

一
冊
さ
し
あ
げ
る
こ
と
に
な
り

書
し
た
。
ど
の
宗
派
の
方
で
も
読
め
る
仏
教
の
真
髄

を
伝
え
る
聖
典
で
国
内
は
も
ち
ろ
ん
世
界
中
の
主
な

ホ
テ
ル
の
客
室
や
病
院
な
ど
の
施
設
に
寄
贈
さ
れ
常

備
品
と
し
て
仏
教
精
神
の
普
及
に
役
立

っ
て
お
り
ま

す
。
お
経
と
い
う
と
す
ぐ
む
ず
か
し
い
と
考
え
が
ち

で
す
が
、
こ
の
聖
典
は
分
か
り
易
く
、
だ
れ
で
も
読

め
る
、
読
ん
で
心
の
糧
と
な
る
、
い
わ
ゆ
る
お
経
で

〈短
歌
〉
　

　

　

観
音
寺

森

田

一
美

海
熟
る
る
午
の
日
盛
り
の
坂
下
る
人
な
き

御
堂
の
鈴
振

っ
て
見
る

白
蛇
を
極
り
』
雄
が
神
と
き
く
巫
女
の
神

力
畏
み
て
受
く

落
日
の
今
日
も
暮
れ
ゆ
く
廃
駅
の
駅
の
た

ま
り
に
秋
虫
の
鳴
く

落
日
の
光
り
の
及
ぶ
波
止
場
に
て
今
夜
出

航
の
人
夫
と
憩
ふ

灼
熱
の
中
の
荷
卸
し
続
け
ゆ
く
汗
は
淋
潤

と
滝
の
ご
と
落

つ

は
な
い
聖
典
と
し
て
世
界
の
各
国
語
に
も
翻
訳
さ
れ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
御

一
読
を
願
い
ま
す
。

髪
の
毛
の
寄
進
者

梵
鐘
の
吊
り
金

具
に
と
り

つ
け
る

座
布
団
の
中
に
収
め
る
髪
の
毛
の
寄
進
を
お
願
い
し

ま
し
た
と
こ
ろ
次
の
方
々
か
ら
御
協
力
を
頂
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（敬
称
略
）

東
京
　
小
林
た
け
、
飛
鳥
井
た

つ
子
、
大
熊
哲
子

柏
原
訓
子
、
飛
鳥
井
千
代
、
麓
　
中
村
タ
ノ
モ
、
平

岡
ミ
ヨ
、
山
岸
タ
マ
、
広
沢
ヤ
マ
、
鈴
木
タ
セ
、
堀

内
美
佳
子
、
武
石
礼
子
、
武
石
加
奈
子
、
弥
彦
　
武

石
美
代
子
、
金
池
　
浅
田
　
一房
、
長
崎
　
竹
之
内
ト

ラ
。
梵
鐘
を
護
る
髪
の
毛
を
通
し
て
永
く
鐘
の
撞
か

れ
る
度
に
御
縁
を
結
ん
で
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

四

具

足

の

寄

進

蛸
は
経
帥
雌
枷
畦

麓
二
区
の
広
沢
ヤ

マ
さ
ん
か
ら
本
堂
の
御
本
尊
上

卓
に
用
い
る
町
黙
腰

（
一
金
拾
七
万
円
）
が
寄
進
さ

れ
ま
し
た
。
写
真
の
と
お
り
仏
光
寺
派
御
正
紋
入
り

の
戦
輝
，一
対
に
燭
立
、
ル

禁
香
炉
の
四
点

一
組
の
仏

具
。
昭
和
十
九
年
南
方
で

戦
死
さ
れ
た
御
主
人

茂

二
十
八
歳
、
法
名
釈
忠
成

の
永
代
供
養
の
た
め
に
と

寄
進
さ
れ
六
月
六
日
の
永

代
経
法
要
に
御
披
露
申
し

上
げ
ま
し
た
。

昭
和
５９
年
度
当
寺
勧
金
決
算
書
は
去
る

一
月
二
十

一
日
の
定
例
各
字
総
代
会
議
で
左
記
の
と
お
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
の
で
御
通
知
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
度

の
寺
務
経
常
経
費
に

つ
き
ま
し
て
は
鐘
楼
再
建
事
業

の
決
算
後
、
総
代
会
議
に
は
か
り
処
理
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
御
了
承
願
い
ま
す
。

門
徒
各
位
　
　
　
広
福
寺
住
職

・
世
話
方

一
同

雑収入は本山からの還付金ほ

か。事業費は心光寺御本尊宮

殿に100万円 本山御遠忌賦

課金懇志に498,240円 鐘楼

解体に74,000円 を支出。

〔支出の部〕

科 目 決 算 額 摘 要

寺務経常 費 (1,569,19C

負 担 金

事務通信費

会 議 費

教 化 費

営繕管理費

門徒交際費

467,248

60,658

107,363

431,100

428,025

74,800

本山護持金ほか

複写・郵便料

鐘楼視察含む

御布教・ 説教台等

除雪,屋根修理ほか

見舞,謝礼

事 業  費 1,572,240

繰  越  費 152,796 次年度へ

計 3,294,230

〔収入の部〕

科  目 決算額 予算額

勧  金

雑 収 入

預金利息

繰 越 金

3,010,000

155,200

77,672

51,358

2,500,000

0

64,964

51,358

計 3,294,230 2,616,322


